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『持続可能な地域コミュニティに向けて』

－　町内会活性化のヒントを探る　－

開 催 日　　２０２６年 ３ 月１７日（火） １４：００ ～ １７：００（開場・受付 13：30～）
場　　所　　かでる ２ ･ ７ 　 ８ 階『８２０研修室』（札幌市中央区北 2 条西 7 丁目）
定　　員　　先着１００名（参加無料）
申込方法　　下記のURLまたは､二次元コードからお申し込みください｡（FAXでも申込可）
　　　　　　https://questant.jp/q/IIBAH9OH
申込期限　　２０２６年 ３ 月１１日（水）まで
主　　催　　（一財）北海道開発協会

《問い合わせ先》
（一財）北海道開発協会　開発調査総合研究所 　担当：曽田、中川　TEL 011-709-5213

■第一部
⑴　事例報告「将来を見据えた町内会づくり」
　　　報告者　西山　哲志氏　　新琴似三番中央第二町内会長
⑵　研究成果報告「持続可能な町内会のあり方について」
　　　武岡　明子氏　　札幌大学地域共創学群教授

■第二部
⑴　パネルディスカッション　テーマ「これからの地域コミュニティのあり方について」
　　〔北海道における地域コミュニティ研究会メンバー〕
　 　 ・コーディネーター　武岡　明子氏
　 　 ・パネリスト　　　　林　　琢也氏　　北海道大学大学院文学研究院准教授
　　　　　　　　　　　　　小内　純子氏　　札幌学院大学名誉教授
　　　　　　　　　　　　　片山めぐみ氏　　札幌市立大学デザイン学部准教授
⑵　研究会メンバーによる質疑応答

　全国に先駆けて人口減少が続いている北海道では、過疎化や家族形態の多様化などを背景に、地域におけ
る人と人とのつながりの希薄化やコミュニティの弱体化が懸念されています。こうした状況を踏まえ、当協会
では、2023年度から有識者による研究会を立ち上げ、「北海道における地域コミュニティに関する調査研究」
に着手しました。本研究会では、地域コミュニティにおいて重要な役割を果たす町内会の現状や今後の方向性
を検討する等、これからの時代に求められる地域コミュニティのあり方について調査研究を進めてきました。
　このたび、 3 年間の調査結果を報告書にまとめ2026年 2 月下旬に発行（予定）します。これに合わせて、研
究会メンバーによるシンポジウムを開催し、地域コミュニティにおける町内会活性化の方法論等について議論
いたします。ふるってご参加くださいますようご案内申し上げます。

（一財）北海道開発協会　開発調査総合研究所
所　長　　　目　黒　聖　直

【シンポジウム 参加申込フォーム（FAX用）】
E-mail：kenkyujo@hkk.or.jp　　FAX  011-709-5225

所　属　機　関

氏　　　　　名

連　　絡　　先 E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：

お知らせ❷

（一財）北海道開発協会

シンポジウムのご案内


